
金属異物と

鉄系脱酸素剤の欠品を

同時に検査ができる

金属検出機のご紹介

https://ureruzo.com



鉄系脱酸素剤を入れ商品を包装したあと

金属異物検査をしていますか

金属検出機が使えないので検査していない

入ることは（絶対に）ないので検査していない

X線検査機で検査している



脱酸素剤はなぜ必要か

脱酸素剤が密閉容器内の酸素を吸収して、脱酸素状態とし、食品などが酸素から受ける影響をとり除きます。

食品分野で長期間の「おいしさ」と「鮮度」の保持を可能にする

―  鉄 系 脱 酸 素 剤 の 役 割 ―

▼ 鉄 紛 が 錆 び る と き に 酸 素 を 吸 収 す る

▼ 酸 素 を ゼ ロ に し て 酸 化 を 防 ぐ

▼ 「 お い し さ ・ 鮮 度 」 を 保 持

三菱ガス化学様ホームページ・脱酸素剤「エージレス」より文章を引用：https://www.mgc.co.jp/products/sc/ageless/



「鉄粉が錆びるときに」

鉄粉が入っているので

金属検出機は使えない



金属検出機が使えないので検査していない

入ることは（絶対に）ないので検査していない

だからといって

果たして消費者は安心するでしょうか？



異物検査も

脱酸素剤も

商品・ブランドを

守るために

必要なコト

▼ 「 お い し さ ・ 鮮 度 」 を 脱 酸 素 剤 が 保 持

脱酸素剤がないと消費期限が短くなる

日持ちすることでフードロス削減も

▼ 全 数 異 物 検 査 で 異 物 混 入 リ ス ク を 回 避

異物混入があると

消費者のSNSなどですぐに拡散され

企業価値を下げるだけでは

おさまらないことも考えられます



A&Dの金属検出機

AD-4976シリーズは

その価値を守ります



従来の金属検出機 AD-4976シリーズ

VS

鉄系脱酸素剤の欠品を検査する

金 属 異 物 検 査 も 同 時 に 検 査 す る

鉄系脱酸素剤を入れる前の検査も可能

鉄系脱酸素剤の欠品を検査する

金 属 異 物 検 査 は 不 可

鉄系脱酸素剤を入れる前の検査は可能

鉄 系 脱 酸 素 剤 が 入 っ た 商 品 を 検 査 す る 場 合 の

金属検出機の機能比較



従来の金属検出機を組み入れた包装工程

OK

金 属 異 物 検 査

包 装 工 程 ： 脱 酸 素 剤 と 一 緒 に 包 装

完 成 品

脱 酸 素 剤

こ の ま ま 出 荷
消 費 者 へ

包 装 し た 後 の 完 成 品 で 異 物 検 査 を し て い な い

も し も 、 包 装 段 階 で ト ラ ブ ル が 発 生 し 、 金 属 異 物 が 混 入 し て も 不 良 排 除 で き な い



従来の金属検出機を組み入れた包装工程

OK

金 属 異 物 検 査

OK

脱 酸 素 剤 の 欠 品 検 査

＝ 金 属 が あ る こ と が 正 常

こ こ で 異 物 検 査 は し て な い

包 装 工 程 ： 脱 酸 素 剤 と 一 緒 に 包 装

完 成 品

脱 酸 素 剤

異 物 検 査 用 と 脱 酸 素 剤 の 欠 品 検 査 用 と ２ つ の 金 属 検 出 機 を 使 用

こ ち ら も 、 も し も 包 装 段 階 で ト ラ ブ ル が 発 生 し 、 金 属 異 物 が 混 入 し て も 不 良 排 除 で き な い



X線検査機を組み入れた包装工程

包 装 工 程 ： 脱 酸 素 剤 と 一 緒 に 包 装

包 装 し た 後 の 完 成 品 で 異 物 検 査 が 可 能 。 金 属 以 外 の 異 物 検 査 も 可 能 。

金 属 検 出 機 と 比 べ コ ス ト が か か る

マ ス ク 設 定 の 場 合 、 脱 酸 素 剤 の 欠 品 検 査 不 可 。 マ ス ク 領 域 は 異 物 検 査 が で き な い

完 成 品

脱 酸 素 剤

X線 異 物 検 査



X線検査機のマスク機能

マ ス ク し た 領 域 範 囲

通 常 、 マ ス ク し た 領 域 は 検 査 を し て い な い た め

領 域 に 異 物 が 重 な る と 異 物 検 査 が で き ま せ ん

X線 検 査 機 で 脱 酸 素 剤 入 り の 商 品 を 撮 影 す る と 黒 く 撮 影 さ れ ま す 。

黒 い 部 分 を 異 物 判 定 し ま す の で 、 こ れ は 誤 判 定 。

X線 検 査 機 の 場 合 、 マ ス ク （ 覆 い 隠 す ） 機 能 を 設 定 す る こ と で

脱 酸 素 剤 の 領 域 を 無 視 し 、 誤 判 定 を 防 ぎ ま す 。

- X線 検 査 に つ い て の 補 足 -

A&DのX線 検 査 機AD4991シ リ ー ズ に は マ ス ク を 使 用 せ ず

脱 酸 素 剤 入 り の 商 品 を 検 査 す る 機 能 も ご 用 意 し て い ま す 。

そ ち ら も ご 要 望 が あ れ ば 、 ぜ ひ ご 相 談 く だ さ い 。



AD-4976を組み入れた包装工程

OK

脱 酸 素 剤 の 欠 品 検 査

金 属 異 物 の 同 時 検 査

包 装 工 程 ： 脱 酸 素 剤 と 一 緒 に 包 装

異 物 検 査 と 脱 酸 素 剤 の 欠 品 検 査 と ２ つ の 検 査 を1台 の 金 属 検 出 機 で 検 査 可 能

完 成 品 を 検 査 す る こ と で 消 費 者 が 安 心 い た だ け る 商 品 と し て 出 荷 い た だ け ま す

完 成 品

脱 酸 素 剤



欠品検査用の金属検出機をAD4976に

OK

金 属 異 物 検 査
高 感 度 異 物 検 査 用

OK

脱 酸 素 剤 の 欠 品 検 査

＋ 最 終 異 物 検 査 を 追 加

包 装 工 程 ： 脱 酸 素 剤 と 一 緒 に 包 装

完 成 品

脱 酸 素 剤

異 物 検 査 用 と 脱 酸 素 剤 の 欠 品 検 査 用 と ２ つ の 金 属 検 出 機 を 使 用 し て い る 場 合 、

欠 品 検 査 用 の 金 属 検 出 機 をAD4976に 入 れ 替 え る こ と で

大 き な レ イ ア ウ ト 変 更 を し な く て も 最 終 異 物 検 査 工 程 が 追 加 で き ま す 。



金属量をレベル判定できる

独自アルゴリズムにより
脱酸素剤のバラつきを一定範囲で安定させる

商品影響を抑え脱酸素剤があっても良品設定ができる

金属の有無を判定する

脱酸素剤のバラつきが大きいため不安定

金属が含まれた商品は設定ができない

AD-4976秘密は

機能・能力に違いがあった

従来の金属検出機 AD-4976シリーズ

VS
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金属量をレベル判定できる

AD-4976検出判定値

テストピース質量比
（φ0.4mmの質量を1.0とする）

テストピース:鉄球

AD - 4 9 7 6は他の金属検出機と違い、

1 6 b i tの高い分解能を持った金属検出機

です。高性能なデジタルフィルタ処理と

独自の位相補償回路によって、金属量の

レベルで判定を可能にしています。

右の図は AD - 4 9 7 6の実験結果※です。

実験環境下では、金属検出機の判定値と

テストピースの質量比が同様のグラフを

描いております。

※検査は一定条件、球体テストピースを使用

高 度 なA/D変 換 技 術 はA&Dの 基 盤 技 術

テストピース直径(mm)

質量比
判定値

金属検出機 A D 4 9 7 6 - 3 5 1 0判定値と

テストピースの質量比の比較



独自の検査アルゴリズム

脱酸素剤の状態により金属検出機の検査に影響

します。（向き、位置、鉄粉の充てん量など）

AD - 4 9 7 6のもつ独自の検査アルゴリズムは

基準となる設定を高精度に演算し、高安定度化に

より、鉄系脱酸素剤に対応した検査を実現して

います。

位 相 変 化 の 大 き な 脱 酸 素 剤 入 り 被 検 査 物 を

全 て 正 常 判 定 と す る 独 自 ア ル ゴ リ ズ ム



それでも鉄系脱酸素剤の検査は難しい

異物との同時検査を安定させるためには

脱酸素剤のバラつきを一定にすることがもっとも重要

金属検出機の検査感度に影響するおもな要因

■鉄粉充てん量

包装内の酸素をゼロにするために計算よりも大きな脱酸素剤を使用

鉄粉充てん量が基準に対し不安定なもの

■脱酸素剤の位置 /向きが不安定

包装内を自由に移動できる状態（バラ品を複数包装した商品や粉末商品など）

包装内で平面移動できる状態



お客様の大切な商品で性能試験を実施いたします

無料で報告書を提出いたします

ご依頼はこちらから

https://www.aandd.co.jp/products/inspection-machine/inspection-machine_sample_test.html?sku=ad4976


金属異物と

鉄系脱酸素剤の欠品を

同時に検査ができる金属検出機は

佐藤商事にご相談ください


